
学修成果の検証結果

検証結果に対する総評と今後の改善施策

　サイバー大学（以下、本学）では、卒業から1年未満の方を対象に「卒業生ディプロマ・ポリシー達成度アンケート」を毎年1回、実施しています。
　以下は、平成30(2018)年度から令和3(2021)年度の卒業生による回答を集計した結果です。本学がディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）に定義した「専門的能力」と「教養的能力」の
達成度を測るために、「1. 十分できている」、「2. 少し足りない部分もあるが、だいたいできている」、「3. できていることとできていないことが、半々くらい」、「4. 少しはできているが、できていないこと
が多い」、「5. 全くできていない」までの5段階で評価しています。この結果に基づき、本学の教育課程を通じて、「IT知識」、「ビジネス応用力」、「コミュニケーション力」という三つの力をバランス良く
身に付けた「高度IT人材」を育成できているかどうか、学修成果の検証を行っています。

　本学では、学修成果の検証において達成すべき水準として、「十分できている」および「少し足りない部分もあるが、だいたいできている」という肯定的な回答が全ての項目で50%以上になることを
目指しており、これをアセスメント・ポリシーとしています。
　専門的能力に関しては、5段階評価のうち「十分できている」および「少し足りない部分もあるが、だいたいできている」と肯定的な回答をした割合が、概ねすべての項目で50％以上という結果でし
た。すべてのプログラムに共通する専門的能力として、「ITとビジネスに関する基礎的な知識について説明できる。」という項目に関しては、全体で68％の卒業生が肯定的な回答をしています。
　しかしながら、「インターネット通信を前提としたネットワークアプリケーションを開発できる。」や「セキュリティ対策されたソフトウェアの開発提案」、「AI関連手法を用いたアプリケーション開発や
データ分析のためのコーディングができる。」などアプリケーションやソフトウェア開発、データ分析などプログラミングに関する能力について、「少しはできているが、できていないことが多い」および
「全くできていない」と否定的な回答をした割合が30%を超えていました。
　より実践的なプログラミングスキルに関する教育を充実させるため、複数のプログラミング系科目（「ソフトウェア開発論Ⅰ」、「Javaプログラミング演習」、「Pythonプログラミング演習」）を2022年度
秋学期から2023年度秋学期にかけてリニューアルするとともに、2023年度秋学期からの新規開講科目（JavaScriptフレームワークによるWebプログラミング）も予定しています。
　また、「ビジネスに必要な財務や法律の知識を修得し、基礎的な経営管理ができる。」や「ITを活用した事業の展開において、経済的にも環境的にも新たな価値を提案することができる。」でも否
定的な回答をした割合がやや目立っていますが、ビジネス系の専門科目においても、2021年度春学期の「デジタル技術と情報化社会」新規開講および、2023年度春学期には「ビジネスモデル構
築論」が新規開講予定であり、ビジネス系科目の充実も進めています。
　同じく、教養的能力に関しては、肯定的な回答をした割合が、一項目を除いて、すべて70％以上という結果でした。本学の特色である「ITを用いて、多様な情報を効率良く収集・整理することがで
きる。」という項目では、82％の卒業生が肯定的な回答をしています。
　教養的能力のうち「外国語力」の達成度では、肯定的な回答が唯一40％を割ってしまっており、卒業生に自信を抱かせることができていない点が課題と認識しています。　本課題の対策として、
2021年度から2022年度にかけて外国語担当の専任教員を新たに4名採用し、英語科目の指導体制を強化しています。2019年度より導入しているネイティブ講師との英会話レッスンも引き続き実
施するとともに、学生が苦手意識をもちやすいライティングに関する演習課題の追加、指導の強化を図り、これまで以上の教育効果向上に努めていきます。
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ITとビジネスに関する基礎的な知識について説明できる。

ネットワークの基礎的な技術について説明できる。

インターネット通信を前提としたネットワークアプリケーションを開発できる。

モバイル通信の基礎的な技術について説明できる。

ITとビジネスに関する基礎的な知識について説明できる。

セキュリティを考慮したネットワーク管理や運用ができる。

セキュリティ対策されたソフトウェアの開発提案ができる。

様々なセキュリティ障害に対し、適切な対策を実践できる。

ITとビジネスに関する基礎的な知識について説明できる

ソフトウェア開発工程で求められる要件定義、設計、テスト、運用後のメンテナンスを補助することができる。

ネットワークやOSなど、ソフトウェアの稼働環境の技術について説明できる

セキュリティを含めた総合的なソフトウェアの開発や運用を行うことができる。

ITとビジネスに関する基礎的な知識について説明できる。

AI(人工知能)に関連する基礎的な技術、手法について説明できる。

ビジネス課題の改善を目的として、さまざまなデータの収集、分析手法の選択や適用および分析結果の解釈ができる。

AI関連手法を用いたアプリケーション開発やデータ分析のためのコーディングができる。

ITとビジネスに関する基礎的な知識について説明できる。

情報システム開発プロジェクトで必須となるプロジェクト管理を実践できる

ビジネスに必要な財務や法律の知識を修得し、基礎的な経営管理ができる。

情報システムの開発、管理、運用を補助することができる。

ITとビジネスに関する基礎的な知識について説明できる

起業に必要な法律と経営知識を修得し、起業準備ができる。

起業に必要な財務の知識を修得し、実践できる。

ITを活用した経営戦略を企画立案することができる。

ITとビジネスに関する基礎的な知識について説明できる。

起業に必要な法律と経営知識を修得し、ネット系企業の起業準備ができる。

オンラインマーケティング解析を行うことができる。

ネットビジネスの企画を提案することができる。

ITとビジネスに関する基礎的な知識について説明できる。

情報技術とビジネスの総合的な知識により、社会におけるITコミュニケーションの基本的構造を説明できる

ITを活用した事業の展開において、経済的にも環境的にも新たな価値を提案することができる。

情報化社会を多角的に捉え、多様なコミュニケーションメディアを活用して情報を検索・分析・整理し、自身の考えを発信・共有することができる。

（環境の変化に対する順応力）人類の多様な文化、社会と自然に関する幅広い知識 を基に、変化を続ける社会に順応することができる。

（多様な文化に対する相互理解力）多文化・異文化に関して理解を深め、社会背景 の異なる相手との相互尊重を図ることができる。

（日本語力）社会人として職務を遂行する際に役立つ基礎的なレベルで、日本語を、読み、書き、聞き、話すことができる。

（外国語力）国際人として職務を遂行する際に役立つ基礎的なレベルで、英語、もしくは中国語を、読み、書き、聞き、話すことができる。

（情報端末活用力・情報収集・整理力）ITを用いて、多様な情報を効率良く収集・整理することができる。

（情報の取捨選択を行う能力）収集した情報を主体的に読み解き、必要な情報を引き出し、その正誤・要不要を判断の上、活用することができる

（計画力・能動性）自ら主体的に学習の目標を設定し、目標を達成するための計画を立てることができる。

（遂行力・持続力）失敗を恐れずに計画を行動に移し、粘り強く取り組むことができる。

（課題発見力）現状を分析し、課題を明らかにすることができる。

（創造力・課題解決力）既存の発想にとらわれず、課題に対して新しい解決方法を考えることができる。

（協調性）相手の意見の違いや立場の違いを理解し、尊重することができる。

（傾聴力）相手と誠実に向き合い、相手の話しのポイントを注意深く聴き取ることができる。

（発信力）自分の意見をわかりやすく相手に伝えることができる。

（質問力）相手が意見を述べやすい環境をつくり、適切な質問により意見を引き出すことができる。
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